
都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8600m3

令和８年度 4300m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 107,000 107,000 0

令和８年度 150,000 150,000 0

令和９年度 150,000 150,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 407,000 407,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

0m3

0m3

11700m3

予定事業費
（単位：千円）

・永田水系永田川は鹿児島市に位置し流路延長16.1kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・永田川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１１．７千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１１．７千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

永田川水系永田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する永田水系永田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿児島市清和３丁目～鹿児島市山田町　【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3100m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

4300m3

4300m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

永田川水系永田川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 4000m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 77,000 77,000 0

令和８年度 100,000 100,000 0

令和９年度 100,000 100,000 0

令和１０年度 0 0 0

令和１１年度 0 0 0

計 277,000 277,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

0m3

0m3

11100m3

予定事業費
（単位：千円）

・甲突川水系甲突川は鹿児島市に位置し流路延長２１．５kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・甲突川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１１．１千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１１．１千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

甲突川水系甲突川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する甲突川水系甲突川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿児島市草牟田～鹿児島市新屋敷
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3100m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

4000m3

4000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

甲突川水系甲突川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1000m3

令和８年度 500m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 13,000 13,000 0

令和８年度 15,000 15,000 0

令和９年度 15,000 15,000 0

令和１０年度 0 0 0

令和１１年度 0 0 0

計 43,000 43,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

0m3

0m3

1400m3

予定事業費
（単位：千円）

・新川水系新川は鹿児島市に位置し流路延長１２．５kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・新川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．４千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．４千m3の堆積土砂掘削を行い，
河道における目標河道断面を確保する。

新川水系新川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する新川水系新川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿児島市西別府町～鹿児島市西別府町
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

400m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

500m3

500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

新川水系新川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 2000m3

令和８年度 1500m3

令和９年度 1000m3

令和１０年度 500m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 21,000 21,000 0

令和８年度 20,000 20,000 0

令和９年度 20,000 20,000 0

令和１０年度 20,000 20,000 0

令和１１年度 20,000 20,000 0

計 101,000 101,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

500m3

500m3

2500m3

予定事業費
（単位：千円）

・思川水系本名川は鹿児島市に位置し流路延長10.0kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・本名川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は２．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ２．５千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

思川水系本名川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する思川水系本名川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿児島市本名町～鹿児島市本名町
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

500m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

500m3

500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

思川水系本名川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1200m3

令和８年度 900m3

令和９年度 600m3

令和１０年度 300m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 56,000 56,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

300m3

300m3

1600m3

予定事業費
（単位：千円）

・和田川水系木之下川は鹿児島市に位置し流路延長2.2kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・木之下川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．６千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．６千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

和田川水系木之下川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する和田川水系木之下川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿児島市谷山中央～鹿児島市谷山中央
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

400m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

300m3

300m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

和田川水系木之下川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 800m3

令和８年度 600m3

令和９年度 400m3

令和１０年度 200m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 8,000 8,000 0

令和９年度 8,000 8,000 0

令和１０年度 8,000 8,000 0

令和１１年度 8,000 8,000 0

計 40,000 40,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

200m3

200m3

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・貝底川水系貝底川は鹿児島市に位置し流路延長2.3kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・貝底川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．０千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

貝底川水系貝底川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する貝底川水系貝底川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿児島市喜入町前ヶ浜～鹿児島市喜入町前ヶ浜
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

200m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

200m3

200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

貝底川水系貝底川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 800m3

令和８年度 600m3

令和９年度 400m3

令和１０年度 200m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 8,000 8,000 0

令和９年度 8,000 8,000 0

令和１０年度 8,000 8,000 0

令和１１年度 8,000 8,000 0

計 40,000 40,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

200m3

200m3

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・神之川水系上谷口川は鹿児島市に位置し流路延長2.0kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・上谷口川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．０千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

神之川水系上谷口川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する神之川水系上谷口川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿児島市上谷口町～鹿児島市上谷口町
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

200m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

200m3

200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

神之川水系上谷口川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1000m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

予定事業費
（単位：千円）

・伊作川水系湯之浦川は日置市に位置し流路延長２．９kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・湯之浦川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

伊作川水系湯之浦川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する伊作川水系湯之浦川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市吹上町市中之里～日置市吹上町市中之里
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

伊作川水系湯之浦川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1200m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2400m3

予定事業費
（単位：千円）

・伊作川水系伊作川は日置市に位置し流路延長８．１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・伊作川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２．４千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２．４千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

伊作川水系伊作川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する伊作川水系伊作川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市吹上町中原～日置市吹上町中原
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1200m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

伊作川水系伊作川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 8,000 8,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・神之川水系下谷口川は日置市に位置し流路延長６．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・下谷口川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

神之川水系下谷口川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する神之川水系下谷口川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市伊集院町下谷口～日置市伊集院町下谷口
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

神之川水系下谷口川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1800m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 15,000 15,000 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 31,000 31,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3600m3

予定事業費
（単位：千円）

・神之川水系長松川は日置市に位置し流路延長７．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・長松川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は３．６千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、３．６千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

神之川水系長松川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する神之川水系長松川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市伊集院町土橋地先～日置市伊集院町土橋地先
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1800m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

神之川水系長松川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3000m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 57,000 57,000 0

令和８年度 17,000 17,000 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 74,000 74,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

12000m3

予定事業費
（単位：千円）

・五反田川水系五反田川はいちき串木野市に位置し流路延長１３．７kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・五反田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１２．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１２．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

五反田川水系五反田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する五反田川水系五反田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県いちき串木野市生福～いちき串木野市生福　ほか４箇所
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

9000m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

3000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

五反田川水系五反田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

600m3

予定事業費
（単位：千円）

・大川水系山之口川は日置市に位置し流路延長１．４kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・山之口川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．６千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．６千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

大川水系山之口川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大川水系山之口川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市日吉町吉利～日置市日吉町吉利
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

600m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大川水系山之口川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1400m3

予定事業費
（単位：千円）

・大川水系森護川は日置市に位置し流路延長１．９kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・森護川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．４千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．４千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

大川水系森護川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大川水系森護川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市日吉町吉利～日置市日吉町吉利
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1400m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大川水系森護川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

900m3

予定事業費
（単位：千円）

・大里川水系大里川は日置市に位置し流路延長１９．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・大里川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．９千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．９千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

大里川水系大里川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大里川水系大里川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市東市来町養母～日置市東市来町養母
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

900m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大里川水系大里川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

500m3

予定事業費
（単位：千円）

・江口川水系江口川は日置市に位置し流路延長１３．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・江口川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

江口川水系江口川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する江口川水系江口川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市東市来町長里～日置市東市来町長里
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

500m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

江口川水系江口川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1200m3

予定事業費
（単位：千円）

・永吉川水系太田川は日置市に位置し流路延長１．８kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・太田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．２千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．２千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

永吉川水系太田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する永吉川水系太田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県日置市吹上町永吉～日置市吹上町永吉
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1200m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

永吉川水系太田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1600m3

令和８年度 1200m3

令和９年度 800m3

令和１０年度 400m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 6,000 6,000 0

令和９年度 6,000 6,000 0

令和１０年度 6,000 6,000 0

令和１１年度 6,000 6,000 0

計 30,000 30,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

400m3(8,000m2)

400m3(7,300m2)

2,000m3(39,300m2)

予定事業費
（単位：千円）

・二反田川水系二反田川は指宿市に位置し流路延長４．２kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・二反田川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積及び樹木繁茂により流下断面が阻害されており，
現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は２．０千m3あり，河川断面を阻害している植生が３９．３千m2あ
ることから，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ２．０千m3の堆積土砂掘削及び３
９．３千m2の樹木伐採を行い，河道における目標河道断面を確保する。

二反田川水系二反田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する二反田川水系二反田川の堆積土砂掘削及び樹木伐採を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県指宿市十町～鹿児島県指宿市東方
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、（m2）書きで
記載

400m3(8,000m2)

第3種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ
る。

400m3(8,000m2)

400m3(8,000m2)

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

二反田川水系二反田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1200m3

令和８年度 900m3

令和９年度 600m3

令和１０年度 300m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 5,000 5,000 0

令和１０年度 5,000 5,000 0

令和１１年度 5,000 5,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

300m3(5,000m2)

300m3(4,780m2)

1,500m3(24,780m2)

予定事業費
（単位：千円）

・湊川水系湊川は指宿市に位置し流路延長８．２kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は甚大
である。
・湊川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積及び樹木繁茂により流下断面が阻害されており，現状
でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3あり，河川断面を阻害している植生が２４．８千m2あ
ることから，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和11１１年度の5年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削及び２
４．８千m2の樹木伐採を行い，河道における目標河道断面を確保する。

湊川水系湊川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する湊川水系湊川の堆積土砂掘削及び樹木伐採を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県指宿市宮ヶ浜～鹿児島県指宿市新西方
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、（m2）書きで
記載

300m3(5,000m2)

第3種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ
る。

300m3(5,000m2)

300m3(5,000m2)

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

湊川水系湊川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 800m3

令和８年度 600m3

令和９年度 400m3

令和１０年度 200m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 4,000 4,000 0

令和９年度 4,000 4,000 0

令和１０年度 4,000 4,000 0

令和１１年度 4,000 4,000 0

計 20,000 20,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

200m3(6,500m2)

200m3(7,360m2)

1,000m3(33,360m2)

予定事業費
（単位：千円）

・新川水系新川は指宿市に位置し流路延長５．５kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は甚大
である。
・新川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積及び樹木繁茂により流下断面が阻害されており，現状
でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．０千m3あり，河川断面を阻害している植生が３３．４千m2あ
ることから，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ1.0千m3の堆積土砂掘削及び３３．
４千m2の樹木伐採を行い，河道における目標河道断面を確保する。

新川水系新川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する新川水系新川の堆積土砂掘削及び樹木伐採を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県指宿市開聞川尻～鹿児島県指宿市開聞仙田
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、（m2）書きで
記載

200m3(6,500m2)

第3種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ
る。

200m3(6,500m2)

200m3(6,500m2)

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

新川水系新川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 640m3

令和８年度 480m3

令和９年度 320m3

令和１０年度 160m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 6,000 6,000 0

令和９年度 6,000 6,000 0

令和１０年度 6,000 6,000 0

令和１１年度 6,000 6,000 0

計 30,000 30,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

160m3(4,000m2)

160m3(4,700m2)

800m3(20,700m2)

予定事業費
（単位：千円）

・新川水系宮田川は指宿市に位置し流路延長３．４kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・宮田川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積及び樹木繁茂により流下断面が阻害されており，現
状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は０．８千m3あり，河川断面を阻害している植生が２０．７千m2あ
ることから，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ０．８千m3の堆積土砂掘削及び２
０．７千m2の樹木伐採を行い，河道における目標河道断面を確保する。

新川水系宮田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する新川水系宮田川の堆積土砂掘削及び樹木伐採を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県指宿市開聞仙田～鹿児島県指宿市開聞仙田
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、（m2）書きで
記載

160m3(4,000m2)

第3種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ
る。

160m3(4,000m2)

160m3(4,000m2)

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

新川水系宮田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 5000m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 10,000 10,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 20,000 20,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・大浦川水系大浦川は南さつま市に位置し流路延長７．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・大浦川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１０．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

大浦川水系大浦川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大浦川水系大浦川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市大浦町木連口　ほか１箇所
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

5000m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

5000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大浦川水系大浦川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2500m3

予定事業費
（単位：千円）

・花渡川水系花渡川は枕崎市に位置し流路延長１２．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・花渡川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２．５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

花渡川水系花渡川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する花渡川水系花渡川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県枕崎市桜木
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

花渡川水系花渡川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1250m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 6,000 6,000 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系長谷川は南さつま市に位置し流路延長６．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・長谷川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系長谷川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系長谷川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市金峰町白川
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

750m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1250m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系長谷川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 4,000 4,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・馬渡川水系馬渡川は南九州市に位置し流路延長６．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・馬渡川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．０千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

馬渡川水系馬渡川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する馬渡川水系馬渡川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南九州市頴娃町御領
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

馬渡川水系馬渡川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 7500m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 32,000 32,000 0

令和８年度 32,000 32,000 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 64,000 64,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

15000m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系万之瀬川は南さつま市及び南九州市に位置し流路延長２７．２kmの二級河川であり、氾濫等
が発生した場合の被害は甚大である。
・万之瀬川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１５．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１５．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系万之瀬川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系万之瀬川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南九州市川辺町平山
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

7500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

7500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系万之瀬川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 19,000 19,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 19,000 19,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

4500m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系野崎川は南九州市に位置し流路延長４．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・野崎川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は４．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、４．５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系野崎川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系野崎川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南九州市川辺町野崎
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

4500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系野崎川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8900m3

令和８年度 0m3

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 63,000 63,000 0

令和８年度 32,600 32,600 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 95,600 95,600 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

23100m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系加世田川は南さつま市に位置し流路延長１３．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場
合の被害は甚大である。
・加世田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２３．１千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和８年度の２年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２３．１千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系加世田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系加世田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市加世田津貫　ほか４箇所
【別図参照】

令和７年度～令和８年度（２年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

14200m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

8900m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系加世田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 2700m3

令和８年度 1500m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,800 4,800 0

令和８年度 4,800 4,800 0

令和９年度 6,000 6,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 15,600 15,600 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3900m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系大谷川は南さつま市に位置し流路延長１４．１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・大谷川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は３．９千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、３．９千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系大谷川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系大谷川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市加世田川畑
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1200m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1200m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系大谷川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 900m3

令和８年度 450m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 3,000 3,000 0

令和９年度 3,000 3,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1950m3

予定事業費
（単位：千円）

・笠石川水系笠石川は南さつま市に位置し流路延長４．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・笠石川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．９５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．９５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

笠石川水系笠石川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する笠石川水系笠石川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市笠沙赤生木
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1050m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

450m3

450m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

笠石川水系笠石川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3250m3

令和８年度 1750m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 6,000 6,000 0

令和９年度 7,000 7,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 19,000 19,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

4750m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系境川は南さつま市に位置し流路延長５．１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・境川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は４．７５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、４．７５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系境川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系境川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市金峰町中津野
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1750m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系境川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,200 5,200 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,200 5,200 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1600m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系岸元川は南さつま市に位置し流路延長２．１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・岸元川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．６千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．６千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系岸元川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系岸元川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市金峰町中津野
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1600m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系岸元川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 2800m3

令和８年度 1600m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 6,000 6,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 16,000 16,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

4000m3

予定事業費
（単位：千円）

・万之瀬川水系堀川は南さつま市に位置し流路延長９．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・堀川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は４．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、４．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

万之瀬川水系堀川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万之瀬川水系堀川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県南さつま市金峰町大野
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1200m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1200m3

1600m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万之瀬川水系堀川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 10,000 10,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・原田川水系原田川は薩摩川内市に位置し流路延長７．４kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・原田川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

原田川水系原田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する原田川水系原田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市湯島町～薩摩川内市湯島町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

原田川水系原田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 21,000 21,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 21,000 21,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3000m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系樋脇川は薩摩川内市に位置し流路延長２２．９kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・樋脇川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は３千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期的な
維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ３千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における目標
河道断面を確保する。

川内川水系樋脇川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系樋脇川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市樋脇町塔之原(1)～薩摩川内市樋脇町塔之原(1)
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系樋脇川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系前川は薩摩川内市に位置し流路延長１０．５kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・前川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系前川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系前川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩郡さつま町求名～薩摩郡さつま町求名
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系前川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 6,000 6,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

900m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系求名川は薩摩川内市に位置し流路延長３．５kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・求名川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は０．９千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ０．９千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系求名川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系求名川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩郡さつま町求名～薩摩郡さつま町求名
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

900m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系求名川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

800m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系八間川は薩摩川内市に位置し流路延長１．４kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・八間川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は０．８千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ０．８千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系八間川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系八間川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市高江町～薩摩川内市高江町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

800m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系八間川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系新川は薩摩川内市に位置し流路延長２．５kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・新川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系新川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系新川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市高江町～薩摩川内市高江町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系新川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・原田川水系網津川は薩摩川内市に位置し流路延長４．３kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・網津川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

原田川水系網津川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する原田川水系網津川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市港町～薩摩川内市港町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

原田川水系網津川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 21,000 21,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 21,000 21,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3000m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系市比野川は薩摩川内市に位置し流路延長１１．７kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・市比野川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は３千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期的な
維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ３千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における目標
河道断面を確保する。

川内川水系市比野川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系市比野川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市樋脇町市比野～薩摩川内市樋脇町市比野
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系市比野川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系久富木川は薩摩川内市に位置し流路延長１６．８kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・久富木川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系久富木川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系久富木川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市祁答院町上手～薩摩川内市祁答院町上手
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系久富木川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・草道川水系草道川は薩摩川内市に位置し流路延長４．７kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・草道川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

草道川水系草道川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する草道川水系草道川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市水引町～薩摩川内市水引町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

草道川水系草道川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系高城川は薩摩川内市に位置し流路延長１８．４kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・高城川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系高城川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系高城川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市高城町～薩摩川内市高城町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系高城川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系三堂川は薩摩川内市に位置し流路延長１．０kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・三堂川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系三堂川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系三堂川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市天辰町～薩摩川内市天辰町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系三堂川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 4,000 4,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

600m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系山田川は薩摩川内市に位置し流路延長８．５kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・山田川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は０．６千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ０．６千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系山田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系山田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市東郷町～薩摩川内市東郷町
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

600m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系山田川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 32,000 32,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 32,000 32,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

4500m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系田海川は薩摩川内市に位置し流路延長１１．８kmの一級河川であり，氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・田海川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は４．５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ４．５千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

川内川水系田海川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系田海川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県薩摩川内市東郷町斧渕～薩摩川内市東郷町斧渕
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

4500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系田海川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 19,000 19,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 60,000 60,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

12000m3

予定事業費
（単位：千円）

・高尾野川水系高尾野川は出水市に位置し流路延長１４．４kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・高尾野川は，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１２．０千㎡であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１２．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

高尾野川水系高尾野川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する高尾野川水系高尾野川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県出水市高尾野町下水流～出水市高尾野町松ヶ野
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

4000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

高尾野川水系高尾野川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 10000m3

令和８年度 7000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 19,000 19,000 0

令和８年度 16,000 16,000 0

令和９年度 16,000 16,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 9,000 9,000 0

計 70,000 70,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

14000m3

予定事業費
（単位：千円）

・高松川水系高松川は阿久根市に位置し流路延長１４．５kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・高松川は，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１４．０千㎡であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１４．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

高松川水系高松川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する高松川水系高松川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県阿久根市波留～阿久根市鶴川内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

4000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

3000m3

3000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

高松川水系高松川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 700m3

令和８年度 700m3

令和９年度 700m3

令和１０年度 400m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 3,000 3,000 0

令和８年度 0 0 0

令和９年度 0 0 0

令和１０年度 3,000 3,000 0

令和１１年度 4,000 4,000 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

300m3

400m3

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・折口川水系内田川は阿久根市に位置し流路延長２．９kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・内田川は，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

折口川水系内田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する折口川水系内田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県阿久根市多田～阿久根市鶴川内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

300m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

0m3

0m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

折口川水系内田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 16,000 16,000 0

令和９年度 16,000 16,000 0

令和１０年度 16,000 16,000 0

令和１１年度 16,000 16,000 0

計 80,000 80,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・米之津川水系米之津川は出水市に位置し流路延長１９．０ｋmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・米之津川は，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１０．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

米之津川水系米之津川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する米之津川水系米之津川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県出水市大川内～出水市米ノ津
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

米之津川水系米之津川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6000m3

令和８年度 5000m3

令和９年度 3500m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 7,000 7,000 0

令和１０年度 7,000 7,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 34,000 34,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

2000m3

7000m3

予定事業費
（単位：千円）

・米之津川水系鍋野川は出水市に位置し流路延長３．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・鍋野川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は７．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、７．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

米之津川水系鍋野川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する米之津川水系鍋野川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県出水市武本地先～出水市武本地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第2種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1000m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

米之津川水系鍋野川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 55,000 55,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・高尾野川水系野田川は出水市に位置し流路延長１４．４kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・野田川は，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１０．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

高尾野川水系野田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する高尾野川水系野田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県出水市高尾野町江内～出水市野田町町上名
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

高尾野川水系野田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 55,000 55,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・江内川水系江内川は出水市に位置し流路延長４．５kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・江内川は，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１０．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

江内川水系江内川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する江内川水系江内川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県出水市高尾野町江内～出水市高尾野町江内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

江内川水系江内川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1000m3

令和８年度 1000m3

令和９年度 1000m3

令和１０年度 500m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 3,000 3,000 0

令和８年度 0 0 0

令和９年度 0 0 0

令和１０年度 5,000 5,000 0

令和１１年度 5,000 5,000 0

計 13,000 13,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

500m3

500m3

1000(5000m2)

予定事業費
（単位：千円）

・汐見川水系汐見川は長島町に位置し流路延長８．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・汐見川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積及び樹木繁茂により流下能力が低下（流下断面が阻
害）されており、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．０千m3，樹木伐採量は５．０千㎡であり、早期の流下断面確
保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．０千m3の堆積土砂掘削及び
５．０千m2の樹木伐採を行い、河道における目標河道断面を確保する。

汐見川水系汐見川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する汐見川水系汐見川の堆積土砂掘削及び樹木伐採を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県出水郡長島町下山門野～長島町山門野
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

（5,000m2）

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

0m3

0m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

汐見川水系汐見川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 800m3

令和８年度 600m3

令和９年度 400m3

令和１０年度 200m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 5,000 5,000 0

令和１０年度 5,000 5,000 0

令和１１年度 5,000 5,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

200m3

200m3

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・長川水系長川は薩摩川内市下甑町手打地内に位置し流路延長１．１kmの２級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・長川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

長川水系長川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する長川水系長川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県薩摩川内市下甑町手打～鹿児島県薩摩川内市下甑町手打
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

200m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

200m3

200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

長川水系長川（2級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1200m3

令和８年度 900m3

令和９年度 600m3

令和１０年度 300m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 5,000 5,000 0

令和１０年度 5,000 5,000 0

令和１１年度 5,000 5,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

300m3

300m3

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・浜田川水系浜田川は薩摩川内市下甑町片野浦地内に位置し流路延長１．１kmの２級河川であり、氾濫等が
発生した場合の被害は甚大である。
・浜田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

浜田川水系浜田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する浜田川水系浜田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県薩摩川内市下甑町片野浦～鹿児島県薩摩川内市下甑町片野浦
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

300m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

300m3

300m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

浜田川水系浜田川（2級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 44270m3

令和８年度 33270m3

令和９年度 21270m3

令和１０年度 9270m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 62,000 62,000 0

令和８年度 85,000 85,000 0

令和９年度 93,000 93,000 0

令和１０年度 93,000 93,000 0

令和１１年度 72,000 72,000 0

計 405,000 405,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

12000m3

9270m3

52270m3

予定事業費
（単位：千円）

・天降川水系天降川は霧島市に位置し流路延長４１．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・天降川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は５２．３千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、５２．３千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

天降川水系天降川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する天降川水系天降川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市国分野口～霧島市国分野口　ほか３箇所
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

8000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

11000m3

12000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

天降川水系天降川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 9420m3

令和８年度 6420m3

令和９年度 3420m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 17,000 17,000 0

令和８年度 16,000 16,000 0

令和９年度 16,000 16,000 0

令和１０年度 20,000 20,000 0

令和１１年度 0 0 0

計 69,000 69,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3420m3

12420m3

予定事業費
（単位：千円）

・別府川水系別府川は姶良市に位置し流路延長２１．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・別府川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１２．４千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１０年度の４年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１２．４千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

別府川水系別府川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する別府川水系別府川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県姶良市蒲生町上久徳～姶良市蒲生町上久徳
【別図参照】

令和７年度～令和１０年度（４年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

3000m3

3000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

別府川水系別府川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8400m3

令和８年度 5400m3

令和９年度 2400m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 32,000 32,000 0

令和８年度 30,000 30,000 0

令和９年度 30,000 30,000 0

令和１０年度 20,000 20,000 0

令和１１年度 0 0 0

計 112,000 112,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2400m3

11400m3

予定事業費
（単位：千円）

・別府川水系前郷川は姶良市に位置し流路延長２１．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・前郷川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１１．４千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１０年度の４年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１１．４千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

別府川水系前郷川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する別府川水系前郷川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県姶良市蒲生町白男地先～姶良市蒲生町上久徳地先
【別図参照】

令和７年度～令和１０年度（４年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

3000m3

3000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

別府川水系前郷川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 0 0 0

令和９年度 0 0 0

令和１０年度 0 0 0

令和１１年度 0 0 0

計 4,000 4,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

650m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系別府丸池川は姶良郡湧水町に位置し流路延長０．８kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場
合の被害は甚大である。
・丸池川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．７千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．７千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

川内川水系丸池川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系丸池川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県姶良郡湧水町米永～姶良郡湧水町米永地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

650m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系丸池川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 10,000 10,000 0

令和８年度 0 0 0

令和９年度 0 0 0

令和１０年度 0 0 0

令和１１年度 0 0 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

予定事業費
（単位：千円）

・別府川水系田平川は姶良市に位置し流路延長１．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・田平川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２．０千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

別府川水系田平川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する別府川水系田平川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県姶良市蒲生町北地内～姶良市蒲生町北地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

別府川水系田平川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 13,000 13,000 0

令和８年度 0 0 0

令和９年度 0 0 0

令和１０年度 0 0 0

令和１１年度 0 0 0

計 13,000 13,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

予定事業費
（単位：千円）

・天降川水系霧島川は霧島市に位置し流路延長２３．４kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・霧島川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２．０千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

天降川水系霧島川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する天降川水系霧島川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市霧島町大窪地内～霧島市霧島町大窪地内　ほか１箇所
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

天降川水系霧島川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 35693m3

令和８年度 27193m3

令和９年度 18193m3

令和１０年度 9193m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 12,000 12,000 0

令和８年度 30,000 30,000 0

令和９年度 30,000 30,000 0

令和１０年度 30,000 30,000 0

令和１１年度 35,000 35,000 0

計 137,000 137,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

9000m3

9193m3

38693m3

予定事業費
（単位：千円）

・天降川水系郡田川は霧島市に位置し流路延長１４．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・郡田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は３８．７千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、３８．７千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

天降川水系郡田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する天降川水系郡田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市国分郡田地内～霧島市国分郡田地内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

8500m3

9000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

天降川水系郡田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 33150m3

令和８年度 23650m3

令和９年度 12150m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 40,000 40,000 0

令和９年度 50,000 50,000 0

令和１０年度 50,000 50,000 0

令和１１年度 0 0

計 156,000 156,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

12150m3

36150m3

予定事業費
（単位：千円）

・天降川水系手篭川は霧島市に位置し流路延長１３．８kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・手篭川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は３６．２千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１０年度の４年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、３６．２千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

天降川水系手篭川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する天降川水系手篭川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市国分重久地内～霧島市国分重久地内　ほか１箇所
【別図参照】

令和７年度～令和１０年度（４年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

9500m3

11500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

天降川水系手篭川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 8,000 8,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・天降川水系久留味川は霧島市に位置し流路延長１７．３kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・久留味川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．０千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

天降川水系久留味川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する天降川水系久留味川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市横川町下ノ地内～霧島市横川町下ノ地内　ほか１箇所
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

天降川水系久留味川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 7370m3

令和８年度 5370m3

令和９年度 3170m3

令和１０年度 1170m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 7,000 7,000 0

令和８年度 14,000 14,000 0

令和９年度 16,000 16,000 0

令和１０年度 14,000 14,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 61,000 61,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

1170m3

8370m3

予定事業費
（単位：千円）

・天降川水系万膳川は霧島市に位置し流路延長６．８kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・万膳川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は８．４千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、８．４千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

天降川水系万膳川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する天降川水系万膳川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市牧園町万膳地内～霧島市牧園町万膳地内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

天降川水系万膳川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・天降川水系中津川は霧島市に位置し流路延長１７．７kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・中津川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．０千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

天降川水系中津川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する天降川水系中津川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市牧園町上中津川地内～霧島市牧園町上中津川地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

天降川水系中津川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 3,000 3,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 3,000 3,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

400m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内川水系桶寄川は霧島市に位置し流路延長１．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・桶寄川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．４千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．４千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

川内川水系桶寄川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内川水系桶寄川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県姶良郡湧水町川添地内～姶良郡湧水町川添地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

400m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系桶寄川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 5,000 5,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1000m3

予定事業費
（単位：千円）

・高橋川水系高橋川は霧島市に位置し流路延長７．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・高橋川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．０千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

高橋川水系高橋川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する高橋川水系高橋川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県霧島市福山町上ノ段地内～霧島市福山町上ノ段地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

高橋川水系高橋川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 27,000 27,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 27,000 27,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3000m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内水系平出水川は伊佐市に位置し流路延長７．２kmの１級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・平出水川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は３．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、３．０千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

川内川水系平出水川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内水系平出水川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県伊佐市大口鳥巣地先～伊佐市大口渕辺地先
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系平出水川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 5600m3

令和８年度 2800m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 33,000 33,000 0

令和８年度 33,000 33,000 0

令和９年度 33,000 33,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 99,000 99,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

8400m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内水系羽月川は伊佐市に位置し流路延長９．７kmの１級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・羽月川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は８．４千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、８．４千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

川内川水系羽月川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内水系羽月川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県伊佐市大口鳥巣地先～伊佐市大口荒平地先
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2800m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2800m3

2800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系平羽月川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 8,000 8,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

900m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内水系川間川は伊佐市に位置し流路延長１．０kmの１級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・川間川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．９千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．９千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

川内川水系川間川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内水系川間川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県伊佐市大口川南地先
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

900m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系川間川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 2200m3

令和８年度 1100m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 33,000 33,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3300m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内水系針持川は伊佐市に位置し流路延長１０．５kmの１級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・針持川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は３．３千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、３．３千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

川内川水系針持川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内水系針持川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県伊佐市大口曽木地先～伊佐市大口針持地先
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1100m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1100m3

1100m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系針持川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 16,000 16,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・川内水系白木川は伊佐市に位置し流路延長７．５kmの１級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・白木川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

川内川水系白木川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する川内水系白木川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県伊佐市大口白木地先
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

川内川水系白木川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 13,000 13,000 0

令和８年度 19,000 19,000 0

令和９年度 19,000 19,000 0

令和１０年度 19,000 19,000 0

令和１１年度 19,000 19,000 0

計 89,000 89,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・神ノ川水系神ノ川は錦江町に位置し流路延長１０．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・神ノ川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１０．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

神ノ川水系神ノ川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する神ノ川水系神ノ川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県錦江町神川地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

神ノ川水系神ノ川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 19,000 19,000 0

令和８年度 18,000 18,000 0

令和９年度 18,000 18,000 0

令和１０年度 18,000 18,000 0

令和１１年度 18,000 18,000 0

計 91,000 91,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・本城川水系水系本城川は垂水市に位置し流路延長１１．７kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・本城川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１０．０千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

本城川水系本城川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する本城川水系本城川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県垂水市本城地先～垂水市高城地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

本城川水系本城川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 12,000 12,000 0

令和８年度 18,000 18,000 0

令和９年度 18,000 18,000 0

令和１０年度 18,000 18,000 0

令和１１年度 18,000 18,000 0

計 84,000 84,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・広瀬川水系広瀬川は肝属郡肝付町に位置し流路延長４．０kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・広瀬川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１０．０千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

広瀬川水系広瀬川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する広瀬川水系広瀬川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県肝属郡肝付町南方地先～肝付町南方地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

広瀬川水系広瀬川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 55,000 55,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・肝属川水系姶良川は鹿屋市に位置し流路延長６．８kmの１級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・姶良川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１０．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

肝属川水系姶良川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する肝属川水系姶良川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県鹿屋市吾平町麓～吾平町麓
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

肝属川水系姶良川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 9000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 16,000 16,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 60,000 60,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

11000m3

予定事業費
（単位：千円）

・肝属川水系苫野川は鹿屋市に位置し流路延長５．３kmの１級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・苫野川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１１．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１１．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

肝属川水系苫野川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する肝属川水系苫野川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県鹿屋市吾平町上名～鹿屋市吾平町下名
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

3000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

肝属川水系苫野川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 20,000 20,000 0

令和９年度 20,000 20,000 0

令和１０年度 20,000 20,000 0

令和１１年度 20,000 20,000 0

計 96,000 96,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・久保田川水系久保田川は肝付町岸良に位置し流路延長７．８kmの２級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・久保田川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１０．０千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

久保田川水系久保田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する久保田川水系久保田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県肝付町岸良～肝付町岸良
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

久保田川水系久保田川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 55,000 55,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2000m3

2000m3

10000m3

予定事業費
（単位：千円）

・菱田川水系堂篭川は鹿屋市に位置し流路延長８．７kmの２級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・堂篭川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１０．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１０．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

菱田川水系堂篭川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する菱田川水系堂篭川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県鹿屋市輝北町下百引～鹿屋市輝北町上百引
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

2000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

菱田川水系堂篭川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 21,000 21,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 65,000 65,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

1500m3

9000m3

予定事業費
（単位：千円）

・肝属川水系中山川は鹿屋市串良町～肝属郡肝付町に位置し流路延長５．９kmの一級河川であり，氾濫等が
発生した場合の被害は甚大である。
・中山川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は９．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、９．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

肝属川水系中山川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する肝属川水系中山川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿屋市串良町有里～肝属郡肝付町宮下
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

肝属川水系中山川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8000m3

令和８年度 6000m3

令和９年度 4000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 60,000 60,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

1500m3

8000m3

予定事業費
（単位：千円）

・肝属川水系串良川は鹿屋市下高隈町～肝属郡東串良町に位置し流路延長１０．０kmの一級河川であり，氾
濫等が発生した場合の被害は甚大である。
・串良川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は８．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、８．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

肝属川水系串良川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する肝属川水系串良川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県鹿屋市下高隈～肝属郡東串良町
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

肝属川水系串良川（１級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 5000m3

令和８年度 3000m3

令和９年度 1000m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 26,500 26,500 0

令和８年度 26,500 26,500 0

令和９年度 15,000 15,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 68,000 68,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

5000m3

予定事業費
（単位：千円）

・神ノ川水系神ノ川は錦江町に位置し流路延長１０．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・神ノ川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は５．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、５．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

神ノ川水系神ノ川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する神ノ川水系神ノ川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県肝属郡錦江町壱崎地内
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

1000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

神ノ川水系神ノ川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6500m3

令和８年度 5000m3

令和９年度 3500m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 55,000 55,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

2000m3

8000m3

予定事業費
（単位：千円）

・菱田川水系梅ヶ渡川は鹿屋市に位置し流路延長１９．４kmの２級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・梅ヶ渡川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は８．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、８．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

菱田川水系梅ヶ渡川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する菱田川水系梅ヶ渡川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県鹿屋市市輝北町諏訪原～輝北町諏訪原
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

菱田川水系梅ヶ渡川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 2000m3

令和８年度 1000m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 18,000 18,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 44,000 44,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

5000m3

予定事業費
（単位：千円）

・雄川水系馬場川は南大隅町に位置し流路延長１．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・馬場川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は５．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、５．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

雄川水系馬場川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する雄川水系馬場川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県鹿児島県南大隅町尾野上地先
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

1000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

雄川水系馬場川（２級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3000m3

令和８年度 1000m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 15,000 15,000 0

令和９年度 15,000 15,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 46,000 46,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

5000m3

予定事業費
（単位：千円）

・河崎水系河崎川は垂水市に位置し流路延長２．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は甚
大である。
・河崎川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は５．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、５．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

河崎水系河崎川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する河崎川水系河崎川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県垂水市市木～垂水市上市木
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2000m3

1000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

河崎水系河崎川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6000m3

令和８年度 4500m3

令和９年度 3000m3

令和１０年度 1500m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 22,000 22,000 0

令和８年度 18,000 18,000 0

令和９年度 18,000 18,000 0

令和１０年度 18,000 18,000 0

令和１１年度 18,000 18,000 0

計 94,000 94,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

1500m3

7500m3

予定事業費
（単位：千円）

・田原川水系持留川は曽於郡に位置し流路延長９．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・持留川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は７．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、７．５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

田原川水系持留川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する田原川水系持留川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於郡大崎町持留～大崎町持留　ほか2箇所
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

田原川水系持留川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3200m3

令和８年度 2400m3

令和９年度 1600m3

令和１０年度 800m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 46,000 46,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

800m3

800m3

3700m3

予定事業費
（単位：千円）

・大淀川水系庄内川は曽於市に位置し流路延長２．９kmの一級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・庄内川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は３．７千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、３．７千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

大淀川水系庄内川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大淀水系庄内川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於市財部町下財部～曽於市財部町下財部
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

500m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

800m3

800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大淀川水系庄内川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 4800m3

令和８年度 3600m3

令和９年度 2400m3

令和１０年度 1200m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 11,000 11,000 0

令和１１年度 11,000 11,000 0

計 55,000 55,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1200m3

1200m3

6000m3

予定事業費
（単位：千円）

・安楽川水系安楽川は志布志市に位置し流路延長２７．１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・安楽川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は６．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、６．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

安楽水系安楽川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する安楽川水系安楽川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県志布志市志布志町安楽～志布志市志布志町安楽　ほか１箇所
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1200m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1200m3

1200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

安楽川水系安楽川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 13,000 13,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 13,000 13,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

予定事業費
（単位：千円）

・菱田川水系二瀬元川は曽於市に位置し流路延長２．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・二瀬元川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

菱田川水系二瀬元川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する菱田川水系二瀬元川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於市中州田木～鹿児島県曽於市中州田木
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

菱田川水系二瀬元川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6000m3

令和８年度 4500m3

令和９年度 3000m3

令和１０年度 1500m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 16,000 16,000 0

令和９年度 16,000 16,000 0

令和１０年度 16,000 16,000 0

令和１１年度 16,000 16,000 0

計 80,000 80,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

1500m3

7500m3

予定事業費
（単位：千円）

・田原川水系田原川は曽於市に位置し流路延長１４．７kmの一級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・田原川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は７．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、７．５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

田原川水系田原川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する田原水系田原川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於市大崎町井俣～志布志市志布志町野神
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

田原川水系田原川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 4700m3

令和８年度 3500m3

令和９年度 2300m3

令和１０年度 1100m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 15,000 15,000 0

令和９年度 15,000 15,000 0

令和１０年度 15,000 15,000 0

令和１１年度 14,000 14,000 0

計 75,000 75,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1200m3

1100m3

6000m3

予定事業費
（単位：千円）

・大淀川水系大淀川は曽於市に位置し流路延長１８．３kmの一級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・大淀川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は６．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、６．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

大淀川水系大淀川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大淀水系大淀川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於市末吉町麓～曽於市末吉町後迫
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1300m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1200m3

1200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大淀川水系大淀川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1000m3

令和８年度 500m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 2,000 2,000 0

令和８年度 4,000 4,000 0

令和９年度 4,000 4,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 10,000 10,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1300m3

予定事業費
（単位：千円）

・安楽川水系森山川は志布志市に位置し流路延長５．８kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・森山川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．３千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．３千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

安楽水系森山川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する安楽川水系森山川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県志布志市志布志町内之倉～志布志市志布志町内之倉　ほか１箇所
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

300m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

500m3

500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

安楽川水系森山川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 6,000 6,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

500m3

予定事業費
（単位：千円）

・大淀川水系谷川内川は曽於市に位置し流路延長６．５kmの一級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・谷川内川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

大淀川水系谷川内川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大淀水系谷川内川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於市財部町谷川内～曽於市財部町谷川内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

500m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大淀川水系谷川内川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6000m3

令和８年度 4500m3

令和９年度 3000m3

令和１０年度 1500m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 21,000 21,000 0

令和８年度 15,000 15,000 0

令和９年度 15,000 15,000 0

令和１０年度 15,000 15,000 0

令和１１年度 15,000 15,000 0

計 81,000 81,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

1500m3

9000m3

予定事業費
（単位：千円）

・菱田川水系菱田川は曽於郡に位置し流路延長２９．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・菱田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は９．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、９．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

菱田川水系菱田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する菱田川水系菱田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於郡大崎町菱田地先～志布志市有明町伊崎田地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

菱田川水系菱田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 4800m3

令和８年度 3600m3

令和９年度 2400m3

令和１０年度 1200m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 28,000 28,000 0

令和８年度 15,000 15,000 0

令和９年度 15,000 15,000 0

令和１０年度 15,000 15,000 0

令和１１年度 15,000 15,000 0

計 88,000 88,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1200m3

1200m3

6000m3

予定事業費
（単位：千円）

・菱田川水系月野川は曽於市に位置し流路延長２１．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・月野川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は６．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、６．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

菱田水系月野川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する菱田水系月野川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於市大隅町月野～曽於市大隅町月野
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1200m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1200m3

1200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

菱田川水系月野川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

900m3

予定事業費
（単位：千円）

・大淀川水系溝之口川は曽於市に位置し流路延長１１．３kmの一級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・溝之口川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．９千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．９千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

大淀川水系溝之口川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大淀水系溝之口川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県曽於市財部町下財部～曽於市財部町下財部
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

900m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大淀川水系溝之口川（一級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 5590m3

令和８年度 4190m3

令和９年度 2790m3

令和１０年度 1390m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 15,000 15,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 55,000 55,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1400m3

1390m3

6990m3

予定事業費
（単位：千円）

・鹿鳴川水系鹿鳴川は南種子町に位置し流路延長５．１kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・鹿鳴川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は６．９９千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ６．９９千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

鹿鳴川水系鹿鳴川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する鹿鳴川水系鹿鳴川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡南種子町中之下地先～南種子町中之下地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1400m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

1400m3

1400m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

鹿鳴川水系鹿鳴川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1600m3

令和８年度 800m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 31,000 31,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2400m3

予定事業費
（単位：千円）

・大浦川水系大浦川は熊毛郡南種子町に位置し流路延長５．０kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・大浦川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は２．４千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ２．４千m3の堆積土砂掘削を行い，
河道における目標河道断面を確保する。

大浦川水系大浦川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大浦川水系大浦川の堆積土砂掘削及び樹木伐採を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡南種子町平山地先～南種子町平山地先
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

800m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

800m3

800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大浦川水系大浦川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 12000m3

令和８年度 9000m3

令和９年度 6000m3

令和１０年度 3000m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 51,000 51,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

3000m3

3000m3

15000m3

予定事業費
（単位：千円）

・大浦川水系大浦川は熊毛郡南種子町に位置し流路延長５．０kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・大浦川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１５．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１５．０千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

大浦川水系大浦川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大浦川水系大浦川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡中種子町熊野地先～中種子町熊野地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3000m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

3000m3

3000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大浦川水系大浦川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

600m3

予定事業費
（単位：千円）

・向井川水系向井川は中種子町に位置し流路延長３．２kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・向井川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は０．６千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ０．６千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

向井川水系向井川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する向井川水系向井川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡中種子町向井町地先～中種子町向井町地先
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

600m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

向井川水系向井川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3200m3

令和８年度 2400m3

令和９年度 1600m3

令和１０年度 800m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 9,000 9,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 49,000 49,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

800m3

800m3

3900m3

予定事業費
（単位：千円）

・郡川水系郡川は熊毛郡南種子町に位置し流路延長６．５kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・郡川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安全
度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は３．９千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ３．９千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

郡川水系郡川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する郡川水系郡川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡南種子町郡原地先～南種子町郡原地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

700m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

800m3

800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

郡川水系郡川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度 0m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

700m3

予定事業費
（単位：千円）

・西京川水系西京川は西之表市に位置し流路延長３．３kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・西京川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は０．７千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ０．７千m3の堆積土砂掘削を行い，河道における
目標河道断面を確保する。

西京川水系西京川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する西京川水系西京川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県西之表市伊関地先～西之表市伊関地先
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

700m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

西京川水系西京川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 2400m3

令和８年度 1800m3

令和９年度 1200m3

令和１０年度 600m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 51,000 51,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

600m3

600m3

3000m3

予定事業費
（単位：千円）

・大浦川水系大浦川は熊毛郡南種子町に位置し流路延長５．０kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・大浦川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は３．０千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ３．０千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

大浦川水系大浦川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大浦川水系大浦川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡南種子町水牛地先～南種子町水牛地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

600m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

600m3

600m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大浦川水系大浦川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3450m3

令和８年度 1750m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 9,000 9,000 0

令和９年度 9,000 9,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 29,000 29,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

5050m3

予定事業費
（単位：千円）

・阿嶽川水系阿嶽川は熊毛郡南種子町に位置し流路延長４．５kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・阿嶽川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は５．０５千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ５．０５千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

阿嶽川水系阿嶽川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する阿嶽川水系阿嶽川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡南種子町郡原地先～南種子町郡原地先
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1600m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

1700m3

1750m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

阿嶽川水系阿嶽川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1020m3

令和８年度 510m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 9,000 9,000 0

令和８年度 8,000 8,000 0

令和９年度 8,000 8,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1530m3

予定事業費
（単位：千円）

・熊野川水系熊野は中種子町に位置し流路延長５．１kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・熊野川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は１．５３千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ１．５３千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

熊野川水系熊野川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する熊野川水系熊野川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡中種子町坂井地先～中種子町坂井地先
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

510m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

510m3

510m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

熊野川水系熊野川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1640m3

令和８年度 820m3

令和９年度 0m3

令和１０年度 0m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 9,000 9,000 0

令和９年度 9,000 9,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 29,000 29,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2460m3

予定事業費
（単位：千円）

・宮瀬川水系宮瀬川は熊毛郡南種子町に位置し流路延長３．０kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・宮瀬川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は２．４６千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ２．４６千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

宮瀬川水系宮瀬川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する宮瀬川水系宮瀬川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県熊毛郡南種子町茎永地先～南種子町茎永地先
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

820m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

820m3

820m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

宮瀬川水系宮瀬川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3800m3

令和８年度 2850m3

令和９年度 1900m3

令和１０年度 950m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 22,000 22,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 62,000 62,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

950m3

950m3

5700m3

予定事業費
（単位：千円）

・甲女川水系甲女川は西之表市に位置し流路延長６．５kmの二級河川であり，氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・甲女川では，これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており，現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在，河道内の土砂堆積量は５．７千m3であり，早期の流下断面確保に努めるとともに，定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で，河川環境の保全等に配慮しつつ５．７千m3の堆積土砂掘削を行
い，河道における目標河道断面を確保する。

甲女川水系甲女川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する甲女川水系甲女川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫箇所：鹿児島県西之表市岳之田地先～西之表市岳之田地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1900m3

第２種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合が

ある。

950m3

950m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

甲女川水系甲女川（二級河川）

河川課　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 16000m3

令和８年度 12000m3

令和９年度 8000m3

令和１０年度 4000m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 16,000 16,000 0

令和８年度 15,000 15,000 0

令和９年度 15,000 15,000 0

令和１０年度 15,000 15,000 0

令和１１年度 15,000 15,000 0

計 76,000 76,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

4000m3

4000m3

20000m3

予定事業費
（単位：千円）

・永田川水系永田川は屋久島町に位置し流路延長２．３kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・永田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２０．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２０．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

永田川水系永田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する永田川水系永田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県熊毛郡屋久島町永田
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

4000m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

4000m3

4000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

永田川水系永田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 18000m3

令和８年度 13500m3

令和９年度 9000m3

令和１０年度 4500m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 46,000 46,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

4500m3

4500m3

21200m3

予定事業費
（単位：千円）

・一湊川水系一湊川は屋久島町に位置し流路延長４．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・一湊川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は２１．２千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、２１．２千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

一湊川水系一湊川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する一湊川水系一湊川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県熊毛郡屋久島町一湊
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

3200m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

4500m3

4500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

一湊川水系一湊川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 8800m3

令和８年度 6600m3

令和９年度 4400m3

令和１０年度 2200m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 5,000 5,000 0

令和１０年度 5,000 5,000 0

令和１１年度 5,000 5,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

2200m3

2200m3

11000m3

予定事業費
（単位：千円）

・中間川水系中間川は屋久島町に位置し流路延長０．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・中間川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１１．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１１．０千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

中間川水系中間川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する中間川水系中間川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県熊毛郡屋久島町中間
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

2200m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

2200m3

2200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

中間川水系中間川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

700m3

予定事業費
（単位：千円）

・知名瀬川水系知名瀬川は奄美市に位置し流路延長２．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・知名瀬川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．７千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．７千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

知名瀬川水系知名瀬川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する知名瀬川水系知名瀬川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県奄美市知名瀬地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

700m3

第1種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

知名瀬川水系知名瀬川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度  

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

900m3

予定事業費
（単位：千円）

・戸口川水系戸口川は龍郷町に位置し流路延長２．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・戸口川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．９千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．９千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

戸口川水系戸口川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する戸口川水系戸口川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県龍郷町戸口地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

900m3

第1種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

戸口川水系戸口川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 7,000 7,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 7,000 7,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

720m3

予定事業費
（単位：千円）

・大和川水系大和川は大和村に位置し流路延長２．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・大和川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．７千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．７千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

大和川水系大和川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大和川水系大和川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡大和村大字思勝地内
【別図参照】

令和７年度（1年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

720m3

第1種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大和川水系大和川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m2

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

(18,000m2)

予定事業費
（単位：千円）

・小宿大川水系小宿大川は奄美市に位置し流路延長２．３kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被
害は甚大である。
・小宿大川では、樹木繁茂により流下能力が低下（流下断面が阻害）されており、現状でもその安全度は十
分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の樹木伐採量は１８．０千m2であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１８．０千m2の樹木伐採を行い、河道における
目標河道断面を確保する。

小宿大川水系小宿大川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する小宿大川水系小宿大川の樹木伐採を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県奄美市名瀬小宿地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

(18,000m2)

第1種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

小宿大川水系小宿大川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 11,000 11,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1100m3

予定事業費
（単位：千円）

・中勝川水系中勝川は龍郷町に位置し流路延長２．９kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・中勝川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．１千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．１千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

中勝川水系中勝川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する中勝川水系中勝川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県龍郷町中勝地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1100m3

第1種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

中勝川水系中勝川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 4,000 4,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

600m3

予定事業費
（単位：千円）

・秋名川水系秋名川は龍郷町に位置し流路延長３．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・秋名川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．６千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．６千m3の堆積土砂掘削を行い、河道におけ
る目標河道断面を確保する。

秋名川水系秋名川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する秋名川水系秋名川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県龍郷町幾里地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

600m3

第1種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

秋名川水系秋名川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 0m3

令和８年度

令和９年度

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 4,000 4,000 0

令和８年度 0 0

令和９年度 0 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 4,000 4,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

620m3

予定事業費
（単位：千円）

・嘉渡川水系嘉渡川は龍郷町に位置し流路延長２．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・嘉渡川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は０．６２千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度の１年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、０．６２千m3の堆積土砂掘削を行い、河道にお
ける目標河道断面を確保する。

嘉渡川水系嘉渡川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する嘉渡川水系嘉渡川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県龍郷町嘉渡地内
【別図参照】

令和７年度（１年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

620m3

第1種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

嘉渡川水系嘉渡川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 5000m3

令和８年度 4000m3

令和９年度 3000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 1000m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 51,000 51,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1000m3

1000m3

5000m3

予定事業費
（単位：千円）

・河内川水系河内川は宇検村に位置し流路延長３．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・河内川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は５．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、５．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

河内川水系河内川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する河内川水系河内川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡宇検村湯湾地内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1000m3

1000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

河内川水系河内川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 5000m3

令和８年度 4000m3

令和９年度 3000m3

令和１０年度 2000m3

令和１１年度 1000m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 51,000 51,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1000m3

1000m3

5000m3

予定事業費
（単位：千円）

・勝浦川水系勝浦川は瀬戸内町に位置し流路延長２．１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・勝浦川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は５．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、５．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

勝浦川水系勝浦川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する勝浦川水系勝浦川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡瀬戸内町勝浦地内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1000m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1000m3

1000m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

勝浦川水系勝浦川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 4000m3

令和８年度 3200m3

令和９年度 2400m3

令和１０年度 1600m3

令和１１年度 800m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 8,000 8,000 0

令和９年度 8,000 8,000 0

令和１０年度 8,000 8,000 0

令和１１年度 8,000 8,000 0

計 40,000 40,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

800m3

800m3

4000m3

予定事業費
（単位：千円）

・河内川水系小勝川は宇検村に位置し流路延長１．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・小勝川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は４．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、４．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

河内川水系小勝川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する河内川水系小勝川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡宇検村湯湾地内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

800m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

800m3

800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

河内川水系小勝川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 4000m3

令和８年度 3200m3

令和９年度 2400m3

令和１０年度 1600m3

令和１１年度 800m3

計 0m3

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 8,000 8,000 0

令和９年度 8,000 8,000 0

令和１０年度 8,000 8,000 0

令和１１年度 8,000 8,000 0

計 40,000 40,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

800m3

800m3

4000m3

予定事業費
（単位：千円）

・篠川川水系篠川川は瀬戸内町に位置し流路延長１．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・篠川川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は４．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、４．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

篠川川水系篠川川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する篠川川水系篠川川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡瀬戸内町篠川地内
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

800m3

第３種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

800m3

800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

篠川川水系篠川川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 4800m3

令和８年度 3600m3

令和９年度 2400m3

令和１０年度 1200m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 13,000 13,000 0

令和８年度 8,000 8,000 0

令和９年度 8,000 8,000 0

令和１０年度 8,000 8,000 0

令和１１年度 8,000 8,000 0

計 45,000 45,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1200m3

1200m3

6600m3

予定事業費
（単位：千円）

・大瀬川水系大瀬川は徳之島町に位置し流路延長２．１kmの２級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・大瀬川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）してお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は６．６千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、６．６千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

大瀬川水系大瀬川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する大瀬川水系大瀬川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡徳之島町亀津地先～徳之島町亀津地先　ほか１箇所
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1800m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1200m3

1200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

大瀬川水系大瀬川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 7,000m3

令和８年度 5,250m3

令和９年度 3,500m3

令和１０年度 1,750m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 7,000 7,000 0

令和８年度 7,000 7,000 0

令和９年度 7,000 7,000 0

令和１０年度 7,000 7,000 0

令和１１年度 7,000 7,000 0

計 35,000 35,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1,750m3

1,750m3

8,750m3

予定事業費
（単位：千円）

・真瀬名川水系真瀬名川は大島郡天城町に位置し流路延長３．６kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場
合の被害は甚大である。
・真瀬名川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されて
おり、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は８．７５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、８．７５千m3の堆積土砂掘削を
行い、河道における目標河道断面を確保する。

真瀬名川水系真瀬名川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する真瀬名川水系真瀬名川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡天城町平土野地先～天城町平土野地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1,750m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1,750m3

1,750m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

真瀬名川水系真瀬名川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3200m3

令和８年度 2400m3

令和９年度 1600m3

令和１０年度 800m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 3,500 3,500 0

令和８年度 3,500 3,500 0

令和９年度 3,500 3,500 0

令和１０年度 3,500 3,500 0

令和１１年度 3,500 3,500 0

計 17,500 17,500 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

800m3

800m3

4000m3

予定事業費
（単位：千円）

・面縄川水系面縄川は伊仙町に位置し流路延長４．７kmの２級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害は
甚大である。
・面縄川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は４．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、４．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

面縄川水系面縄川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する面縄川水系面縄川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡伊仙町面縄地先～伊仙町面縄地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

800m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

800m3

800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

面縄川水系面縄川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6000m3

令和８年度 4500m3

令和９年度 3000m3

令和１０年度 1500m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 10,000 10,000 0

令和９年度 10,000 10,000 0

令和１０年度 10,000 10,000 0

令和１１年度 10,000 10,000 0

計 51,000 51,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

1500m3

7500m3

予定事業費
（単位：千円）

・亀徳川水系亀徳川は徳之島町に位置し流路延長３．５kmの２級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・亀徳川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は７．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、７．５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

亀徳川水系亀徳川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する亀徳川水系亀徳川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡徳之島町亀徳地先～徳之島町亀徳地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

亀徳川水系亀徳川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 4,800m3

令和８年度 3,600m3

令和９年度 2,400m3

令和１０年度 1,200m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 5,000 5,000 0

令和１０年度 5,000 5,000 0

令和１１年度 5,000 5,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1,200m3

1,200m3

6,000m3

予定事業費
（単位：千円）

・湾屋川水系湾屋川は大島郡天城町に位置し流路延長２．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の
被害は甚大である。
・湾屋川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は６．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、６．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

湾屋川水系湾屋川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する湾屋川水系湾屋川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡天城町浅間地先～天城町浅間地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1,200m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1,200m3

1,200m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

湾屋川水系湾屋川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6000m3

令和８年度 4500m3

令和９年度 3000m3

令和１０年度 1500m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 8,000 8,000 0

令和８年度 8,000 8,000 0

令和９年度 8,000 8,000 0

令和１０年度 8,000 8,000 0

令和１１年度 8,000 8,000 0

計 40,000 40,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1500m3

1500m3

7500m3

予定事業費
（単位：千円）

・万田川水系万田川は大島郡徳之島町に位置し流路延長５．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合
の被害は甚大である。
・万田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は７．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、７．５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

万田川水系万田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する万田川水系万田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡徳之島町花徳地先～徳之島町花徳地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1500m3

1500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

万田川水系万田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6,000m3

令和８年度 4,500m3

令和９年度 3,000m3

令和１０年度 1,500m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 6,000 6,000 0

令和９年度 6,000 6,000 0

令和１０年度 6,000 6,000 0

令和１１年度 6,000 6,000 0

計 30,000 30,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1,500m3

1,500m3

7,500m3

予定事業費
（単位：千円）

・港川水系港川は大島郡天城町に位置し流路延長２．２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・港川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は７．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、７．５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

港川水系港川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する港川水系港川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡天城町松原地先～天城町松原地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1,500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1,500m3

1,500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

港川水系港川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 3200m3

令和８年度 2400m3

令和９年度 1600m3

令和１０年度 800m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 5,000 5,000 0

令和８年度 5,000 5,000 0

令和９年度 5,000 5,000 0

令和１０年度 5,000 5,000 0

令和１１年度 5,000 5,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

800m3

800m3

4000m3

予定事業費
（単位：千円）

・下田川水系下田川は徳之島町に位置し流路延長３．８kmの２級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・下田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は４．０千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、４．０千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

下田川水系下田川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する下田川水系下田川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡徳之島町花徳地先～徳之島町花徳地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

800m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

800m3

800m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

下田川水系下田川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 6,000m3

令和８年度 4,500m3

令和９年度 3,000m3

令和１０年度 1,500m3

令和１１年度 0m3

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 6,000 6,000 0

令和８年度 6,000 6,000 0

令和９年度 6,000 6,000 0

令和１０年度 6,000 6,000 0

令和１１年度 6,000 6,000 0

計 30,000 30,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1,500m3

1,500m3

7,500m3

予定事業費
（単位：千円）

・南川水系南川は大島郡天城町に位置し流路延長２．０kmの二級河川であり、氾濫等が発生した場合の被害
は甚大である。
・南川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は７．５千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和１１年度の５年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、７．５千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

南川水系南川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する南川水系南川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡天城町岡前地先～天城町岡前地先
【別図参照】

令和７年度～令和１１年度（５年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

1,500m3

第１種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

1,500m3

1,500m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

南川水系南川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方



都 道 府 県 名

河　川　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（浚渫箇所（所在地））

実施予定期間

残量

令和７年度 1200m3

令和８年度 600m3

令和９年度 0m3

令和１０年度

令和１１年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和７年度 11,000 11,000 0

令和８年度 11,000 11,000 0

令和９年度 11,000 11,000 0

令和１０年度 0 0

令和１１年度 0 0

計 33,000 33,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持管
理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記載

・基本データの収集（水位・雨量・流量等）：必要に応じて随時実施
・河川巡視：出水期中（随時），出水期後（1～2月）
・施設点検等：出水期後（10月）
・測量・調査：必要に応じて随時実施

・掘削した土砂等については，資源活用の観点から公共工事等への活用を図る予定。
・発生土砂量については，現時点の予定であり今後変更があり得る。
・掘削時に護岸等の状況を調査し対策が必要な場合は随時対策を行う。

1800m3

予定事業費
（単位：千円）

・余多川水系余多川は沖永良部島の南西部に位置し流路延長４．１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した
場合の被害は甚大である。
・余多川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下能力が低下（流下断面が阻害）されてお
り、現状でもその安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和７年度現在、河道内の土砂堆積量は１．８千m3であり、早期の流下断面確保に努めるとともに、定期
的な維持管理が必要である。

・令和７年度～令和９年度の３年間で、河川環境の保全等に配慮しつつ、１．８千m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における目標河道断面を確保する。

余多川水系余多川緊急浚渫推進事業

鹿児島県が管理する余多川水系余多川の堆積土砂掘削を行うもの。
浚渫予定箇所：鹿児島県大島郡知名町余多～知名町久志検
【別図参照】

令和７年度～令和９年度（３年間）

土質区分

予定事業量

(単位：m3)

※樹木伐採のみの計上が必要となる場合は、
（m2）書きで記載

600m3

第４種建設発生土

※目視による見込みであ
り，実際と異なる場合があ

る。

600m3

600m3

099-286-3593

（別添１）

令和７年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

鹿児島県

余多川水系余多川（二級河川）

河川課防災海岸係　緒方


